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１．はじめに  
 ロ ボットの普及は、生産現場を中心
に進んできましたが、今後、生活支援
な ど 様 々 な 分 野 で の 利 用 が 期 待 さ れ
ています。  
 ２００７年末、世界には百万台の産
業用ロボットが稼動しています。自動
化を表す指標の一つに、ロボット密度
（ 生 産 労 働 者 １ 万 人 当 た り に 稼 動 す
る産業用ロボットの台数）があります。
最も高いのは日本で、３１０台、２位
がドイツで２３４台、３位韓国１８５
台です（国際ロボット連盟の調査報告
による）。我が国では、自動車生産で
の溶接ロボットや塗装ロボット、携帯
電話やパソコン生産等での、電子部品
実 装 用 ロ ボ ッ ト な ど が 多 く 導 入 さ れ
ています。今後、多品種少量生産が進
む中、より柔軟で多様な作業に対応で
きるロボットや、これまで人手に頼る
ことが多かった、複雑な動きを必要と
す る 組 立 工 程 に 利 用 で き る ロ ボ ッ ト
の開発が期待されています。  
 
２．非産業用ロボットの開発状況  
 非 産 業 用 ロ ボ ッ ト で は 、 家 事 、 ホ
ビ ー 、 災 害 救 助 、 警 備 、 医 療 ・ 福 祉
な ど 多 く の 利 用 分 野 が あ り 、 大 学 や
企 業 等 で 盛 ん に 研 究 開 発 が 行 わ れ て
います。  
 ２ ０ ０ ７ 年 末 ま で に 世 界 で は 、 約
３ ３ ０ 万 台 の 床 清 掃 ロ ボ ッ ト と １ １
万 台 以 上 の 芝 刈 り ロ ボ ッ ト 、 約 ２ ０
０ 台 の 娯 楽 ・ レ ジ ャ ー 用 ロ ボ ッ ト が
販 売 さ れ て い ま す 。 我 が 国 は 、 ２ 足
歩 行 の 人 間 型 ロ ボ ッ ト や ペ ッ ト 型 ロ
ボ ッ ト 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ロ ボ ッ
ト 、 セ ラ ピ ー ロ ボ ッ ト の 開 発 な ど で
世 界 を リ ー ド し て い ま す が 、 販 売 さ
れ た も の は あ ま り 多 く あ り ま せ ん 。
今 後 、 こ う し た 非 産 業 用 ロ ボ ッ ト が
実用 化 さ れ広 く 利 用さ れ る ため に は、
安 全 性 は 勿 論 の こ と 、 コ ス ト 面 、 販
売 ・ サ ポ ー ト 面 で の 課 題 解 決 が 必 要
となります。  
 ア メリカのベンチャー企業が開発
した、手術支援ロボットが欧米で利
用され、１万件以上の手術に用いら
れています。また、ドイツでは、大
型の６軸産業用ロボットをベースに
したレジャー用ロボットが、娯楽施  
 
 

設 などに導入されるなど、人と直接
接触して利用するロボットが開発さ
れ利用されています。我が国でも、
筑波大学発のベンチャー企業が、ボ
ディースーツのように着用し、電動
アクチュエータや人工筋肉などによ
って手足の動きを補助する、装着型
ロボットを開発するなど新しい取り
組みが始まっています。  
 
３．リハビリ支援ロボットの開発  
 当 研究所では、高齢化によりリハ
ビリを必要とする患者の増加や、医
療 現 場 で の 理 学 療 法 士 の 不 足 か ら 、
理 学 療 法 士 の 負 担 を 軽 減 す る た め
の リ ハ ビ リ 支 援 ロ ボ ッ ト の 開 発 に
取り組んでいます。図は、当所で試
作 し た 肘 関 節 を 対 象 と し た リ ハ ビ
リ支援ロボットです。パラレルリン
ク 機 構 に よ り ２ 本 の ア ク チ ュ エ ー
タの出力を、患者の腕に固定した装
具 へ 伝 達 す る こ と で リ ハ ビ リ を 行
います。２つのアクチュエータの可
動部が、同じ方向へ前後すれば肘の
屈伸の動作となり、反対方向へ前後
すればねじりの動作となります。最
初に、リンクと装具を外した状態で
理 学 療 法 士 が リ ハ ビ リ を 行 い ま す 。
この動きを、装具に取り付けられた
センサにより検出し、コンピュータ
に保存します。次に、リンクと装具
を連結し、コンピュータに保存した
動きを繰り返し再現します。これに
より、理学療法士と同じ動作を繰り
返すことができます。    
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ロボット産業の現状と当所での取り組みについて  

図  リ ハビリ支援ロボット  


